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九
月
議
会
は
九
月
三
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
間
に
大
型
連
休
が
入
り
二
十
七
日
間

の
長
丁
場
に
な
り
ま
し
た
。
一
般
質
問
者
は
21
名

で
、
政
権
交
代
問
題
や
米
軍
再
編
、
愛
宕
山
問
題
の

質
問
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

      

医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
有
効
活
用
を

　
　
　
　
　
　
　
協
議
会
設
置

　
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
が
愛
宕
山
に

移
転
す
る
と
、
藤
生
以
南
の
灘
地
区

に
は
歯
科
・
小
児
科
を
除
く
と
無
医

地
区
と
な
り
、
高
齢
化
の
進
行
の
中

で
地
域
住
民
は
医
療
過
疎
に
さ
ら
さ

れ
、
更
に
経
済
の
沈
下
に
も
つ
な
が

る
。
跡
地
活
用
は
緊
急
の
課
題
に

な
っ
て
い
る
。

今
ま
で
の
説
明
に
よ
る
と
「
跡
地
の

売
却
は
医
療
セ
ン
タ
ー
が
自
ら
売
却

努
力
を
し
、
そ
れ
が
困
難
で
あ
る
場

合
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
更
地
に
し
た

後
、
岩
国
市
は
街
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
公
共
施
設
等
の
事
業
用
地
と

し
て
取
得
す
る
」
又
「
そ
の
時
期
に

な
っ
た
ら
住
民
の
方
々
の
意
見
を
お

聞
き
し
な
が
ら
整
理
し
て
い
き
た
い
」

と
し
て
い
る
が
、
既
に
障
害
者
団
体

か
ら
跡
地
に
障
害
者
福
祉
施
設
設
置

を
求
め
る
請
願
が
出
さ
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。更
に
灘
地
区
で
は「
健

康
と
医
療
・
福
祉
の
里
」
に
と
署
名

活
動
を
始
め
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
為
に

早
急
に
、
岩
国
市
、
岩
国
医
療
セ
ン

タ
ー
、
地
元
住
民
代
表
の
跡
地
活
用

対
策
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

　
　 

土
地
利
用
で
来
年
度

　
当
局
は
、「
跡
地
が
一
括
売
買
が

困
難
な
場
合
は
部
分
的
売
却
も
手
法

の
一
つ
」
と
し
、「
今
後
、
市
民
参
加

型
の
協
議
会
組
織
を
立
ち
上
げ
た

い
。
時
期
は
来
年
度
、
岩
国
市
、
医

療
セ
ン
タ
ー
、
地
元
代
表
で
の
三
者

　
く
る
り
ん
バ
ス
の

　
　
　
　
　
運
行
を

　
平
野
部
の
少
な
い
岩
国
市
で
は
、

昭
和
30
年
代
頃
か
ら
、
次
々
と
高
台

に
住
宅
団
地
が
造
成
さ
れ
、
多
く
の

市
民
が
住
宅
を
求
め
、
既
に
40
年
か

ら
50
年
が
経
過
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
地
域
は
公
共
交
通
手
段
が
な
く
知

り
合
い
の
車
に
便
乗
、
あ
る
い
は
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
る
。
市
南
部

住
民
か
ら
、
こ
う
し
た
地
域
に
循
環

バ
ス「
く
る
り
ん
」を
運
行
し
て
欲
し

い
と
い
う
強
い
要
望
が
あ
る
。
是
非

実
現
し
て
欲
し
い
。

　
　
赤
字
4
千
万
円

　
当
局
は
「
現
在
交
通
局
が
運
行
し

て
い
る
「
く
る
り
ん
」
は
平
成
14
年

度
に
導
入
し
た
が
平
成
17
年
度
以
降

は
年
間
４
０
０
０
万
円
の
赤
字
。

　
高
台
団
地
へ
の
運
行
は
新
た
な
経

費
が
必
要
と
な
る
。
又
、
高
台
へ
の

バ
ス
は
タ
ク
シ
ー
の
運
行
エ
リ
ア
内

で
あ
り
、
タ
ク
シ
ー
会
社
と
の
調
整

が
必
要
と
な
り
、
慎
重
に
検
討
す

る
」
と
し
ま
し
た

 

私
は
来
年
度
の
「
高
校
卒
業
者
就
職
問
題
」、「
敬
老

行
事
の
あ
り
方
」、「
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
（
旧
国
病
）

の
跡
地
問
題
」
と
「
く
る
り
ん
バ
ス
運
行
」
に
つ
い

て
、
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。
要
旨
は
左
記
の
通
り

で
す
。

　
　
高
校
新
卒
者
の
就
職
問
題

　
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

り
就
職
難
は
深
刻
化
し
て
い
る
。
山

口
県
教
育
委
員
会
は
来
春
の
高
等
学

校
卒
業
者
を
取
り
巻
く
就
職
環
境
は

昨
年
度
以
上
に
厳
し
く
な
る
と
し
て

い
る
。
岩
国
市
内
の
一
部
大
企
業
は

10
月
か
ら
来
年
3
月
に
か
け
て
生
産

設
備
を
3
台
停
止
す
る
こ
と
を
表
明

し
、
来
年
度
は
新
規
採
用
を
し
な
い

と
し
て
い
る
。
若
者
が
学
ん
だ
能
力

を
生
か
す
場
が
な
い
こ
と
は
国
に

と
っ
て
も
岩
国
市
に
と
っ
て
も
重
大

な
問
題
だ
。
企
業
も
技
術
の
伝
承
な

ど
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。
岩
国

市
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る

の
か
質
問
し
ま
し
た
。

　
当
局
は
、
市
内
の
大
手
企
業
を
中

心
に
新
規
採
用
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
地
元
雇
用
の
必
要
性
は

強
く
認
識
し
て
お
り
、
市
長
自
ら
要

請
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
、今
後
、機

会
あ
る
ご
と
に
地
元
企
業
に
地
元
卒

業
者
の
採
用
を
要
請
す
る
と
答
弁
し

ま
し
た
。

に
よ
る
跡
地
活
用
の
対
策
協
議
会
を

立
ち
上
げ
前
に
進
め
た
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。
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敬
老
会
記
念
品
問
題
　
　
　
　
　

敬
老
の
日
を
中
心
に
各
地
域
で
さ

ま
ざ
ま
な
形
式
で
敬
老
会
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

合
併
後
は
、
対
象
者
を
75
歳
以
上

と
し
、
酒
代
の
公
費
負
担
の
廃
止
、
弁

当
、
記
念
品
は
単
価
を
統
一
し
当
日

出
席
さ
れ
た
方
へ
の
配
布
と
な
っ
て

い
ま
す
。

合
併
前
の
旧
町
村
で
は
、
行
政
が

敬
老
会
を
開
催
し
、
欠
席
者
に
も
何

ら
か
の
記
念
品
や
お
祝
い
の
品
が
届

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
合
併
後
3
年

経
っ
た
今
日
で
も
旧
町
村
で
は
行
政

が
敬
老
会
を
開
催
し
、
出
席
者
に
対

し
て
、
タ
ク
シ
ー
で
の
送
迎
等
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
当
日

欠
席
さ
れ
た
方
へ
の
配
慮
が
な
い
こ

と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
が
市
民
、
ま
し
て
や
高
齢
者

を
差
別
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
指
摘
し
、
改
善
を
求
め
ま
し

た
。記

念
品
は
出
席
者
の
み

答
弁
で
は
、
各
地
域
で
敬
老
会
を

開
催
し
て
い
る
が
、
岩
国
市
が
開
催

す
る
地
域
は
、
由
宇
町
、
玖
珂
町
、
周

東
町
、
美
川
町
、
本
郷
町
。
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
共
催
が
美
和
町
。

地
域
の
実
施
団
体
に
よ
る
開
催
が

旧
岩
国
市
、錦
町
と
な
っ
て
お
り
、今

後
は
各
地
域
の
実
施
団
体
に
よ
る
開

催
を
他
の
地
域
に
広
げ
た
い
。

欠
席
者
へ
の
記
念
品
の
配
布
は
困

難
と
し
ま
し
た
。

要
求
要
望
実
現

コラム
市民クラブが提出した「米軍再編の見直しに向けて地元との誠意ある話
し合いを要望」する決議は、艦載機「容認派」（公明党と保守４会派）が
時期尚早などとして、否決しました。質疑では、公明党が米軍再編に固
執した討論を展開しました。
　武田議員も反対の立場で質疑し、石本議員が反対討論。野口、重岡、
田村議員が賛成討論。大西党議員団長も「新政府に地元市民の意思を伝
えるのは当然」と討論しましたが賛成12、反対21で決議は否決され、
市民の意思に反する態度となりました。

　
核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書
要
旨

　
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
は
人
類
共

通
の
願
い
で
あ
る
。
オ
バ
マ
米
国
大
統
領
は
「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
の
追
及
を
宣
言
し
た
。

　
二
〇
一
〇
年
の
核
兵
器
不
拡
散
条
約
運
用
検
討

会
議
の
議
題
と
な
り
、
米
・
露
首
脳
会
議
で
も
核

弾
道
削
減
が
合
意
さ
れ
た
。

　
日
本
政
府
は
核
兵
器
廃
絶
の
為
、
主
導
的
役
割

を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。
岩
国
市
議
会
は
核
兵
器

廃
絶
都
市
宣
言
を
行
な
っ
て
い
る
。
核
兵
器
廃
絶

の
推
進
を
求
め
る
。

　経済委員会での審議

   

NEDO（独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構）の実証・実験事業を平成17年から平成２１年
度の5年間で５億８千万円の補助金で錦町地区で森林バイオマスを燃料とする発電設備を設置し、特別養護老人
ホームや老人保健施設及び病院の３公共施設に電力と温水を供給するのが事業の目的。

　この事業の目的やCO‚Q削減、地球温暖化対策については理解するが、実証実験の成果はどのように
なっているか。

　発電量や温水については当初の目的を達成するには、かなりハードルが高い。
　今年度で実証実験は終了するが今後の見通しについて、平成22年度以降は、NEDOの補助もなく、岩

国市が施設運営・管理等を実施するようになるのか。
　又、施設建設当初から間伐材・軽トラック 1台1400円、1トン4000円では林家は採算が合わない。当初から
計画がズサンと指摘してきた。来年度 11億 4000万も予算要求するというがこの事業を継続する根拠がない。
　中止すべきだ。

　国や山口県、さらに事業を行なうNEDOと事業を続けるかどうか最終決断をする。

帯
工
設
置

　
恵
比
須
川
天
理
教
付
近
の
川
底
が
流
出
し
、

道
路
が
陥
没
す
る
等
の
被
害
防
止
の
為
、
一
定

の
河
床
勾
配
を
保
つ
目
的
で
帯
工
を
設
置
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。


